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3．スリップフォームエ法   

（1）スリップフォームの構造  

図－2に示すとおり，スリップフォームは中心から100  

ずつ配置された計36本のビームトラスの下部に，煙突外  

壁上昇に伴う直径および壁厚の変化に対応するため，ボ  

ルトアクションによって伸縮可能な，高さ1mの鋼製型枠  

が設置されている．   

また，スリップフォームの操作ならびにコンクリート  

打設用足場が上記ビームから吊り下げられている．   

スリップフォームは，煙突外壁に埋め込まれたガイド  

ボルトにジャッキ反力をとり，随時上昇する機構である．   

ジャッキ仕様は吊上げ荷重3tf，ストローク20mm／回で  

あり，ビーム先端に108本（3本×36ビーム）取り付け  

られている．   

施工状況を写真－1に示す．  
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1．はじめに  

現在，香港電力（株）はラマ島火力発電所構内に7・  

8号系列の発電所設備を建設中である．   

本文はこのうち，超高RC煙突の外壁築造において採  

用したスリップフォーム工法による24時間連続打設につ  

いて，その概要ならびに施Ⅰ二実績を報告するものである．   

なお，本工事は設計施ユニであり，構造計算は英国の  

Ove－Arup杜に依穏した．  

2．工事概要  

t事概要をF記に示す．  

工事名：ラマ発電所NG：i煙突二1二幸  

企業先：香港電力株式会社  

施l二場所：香港ラマ島内   

1二  期：1993年6月15日～1996年1月31口  

外壁高：207．5m  

外  径：22．0～17．5m  

壁  厚：800～400mm   

なお，当該煙突は．外壁とその内部に耐火レンガによ  

る2本の煙洞からなる．また，煙突内部は10mおきのス  

ラブにより19階に仕切られる．煙突標準断面を図－1に  

示す．  

囲－2 スリップフォーム平面図  
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図－1煙突標準断面図  

＊香港（支）ラマ島（出）  写＋－1 スリップフォーム施工状況   
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表－1 コンクリート配合   

仙  目棲  
スランア  20Ⅶ  時間  

（m）   （kg）   （％）   

60  0．50  215  伯0  580   800   340   0．00   115  

2  65  0．50  215  伯0  580   800   340   1．29   185  

3  150  0．49  211  伯0  580   800   340   2．15   150   23．l   

4   90  0．48  205  4＄0  580   800   340   3．44   210   12．1   

5  85  0．48  205  480  580   800   340   3．01   220   26．9   

6   0  0．50  215  480  580   800   340   3．66   425  

7   0  0．50  215  4さ0  580   800   340   4．10   435  

8   0  0．50  215  430  580   800   鋸0   3．87   440   18．l   

9  110  0．85  150  430  580   800   340   4．＄0   495   4．9   

10  70  0．84  145  430  580   800   鋸0   4．52   510   4．4   

100  0．84  145  430  580   800   840   4．73   530   0．5   

12  85  0．34  145  430  580   800   840   5．16   535   5．5   

13  90  0．34  145  430  580   800   鋸0   5．75   600  

90  0．34  145  430  580   800   鋸0   6．50   620   4．5   

（2）コンクリート配合   

構造L 上部約40m部は下部よりコンクリート強僅が  

低いもので設計されていた．   

なお，コンクリートは24時間体制で打設を行うことか  

ら，間l】部施1二時の作業性や気象状況の変化等に対応す  

るため．表－1に示すようにスランプや硬化速度などが  

異なるコンクリート配合をそれぞれ準備し，適用した．  

（：り 施t手順   

煙突l二部に設置したタワークレーンにて，鉄筋等の材  

料を吊り上げ．随時組み立てた．   

コンクリートは，煙突内に設置した0．7m：iのスキップに  

て煙突上部の作業足場に設置したホッパー内に集積し，そ  

こから人力にて型枠内まで運搬・打讃した．   

タワークレーンならびにスキップはスリップフォーム  

上昇に合せ，8mごとに2～3日のインターバルで延長し  

た．   

スリップフォームは，ノンストップで上昇し続けるた  

め∴鉄筋純音ておよびコンクリート打設は，昼夜2交代  

で行った．   

スリップフォームの据付け管理は．約50cm上昇するご  

とに計測を実施し．中心からのずれ．傾きおよび回転等  

に対し修正を行った．  

（4）施工実績  

1994年6月二う［1に打設を開始してから，台風の＿上1陸．  

バッチャープラントの故障等による中断10日を含め，81  

日を費やし．8トほ2日に最終コンクリー ト打設を完了し  

た．   

使用するコンクリートの配合は，主に当日の気温，天  

候をもとに選定したが，内部に設ける煙洞またはレーダ   
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ー用の開口部の箱根き型枠設置に要する時間も考厳した．  

コンクリート配合の使用実績は表－1の右欄に示す．   

室内試験で得られた初期硬化時間は，現地の天候およ  

び気温により大きく変動する．このため，スリップフォ  

ームの上昇にあたっては，“突き棒”による買入試験を行  

い，1m高さの型枠のうち‾F部250mmまでの硬化を確認し  

た後にジャッキアップするといった方法をとった．   

これにより，通常約10分に1回のインターバルで20mm  

ずつの上昇が続けられた．スリップフォームの1日当り  

の平均上昇速度の実績は，暦日では2，562m／目，実働口  

では2．923m／日．最高4．850m／日であった．  

4．おわりに   

1997年の中国への返還を前に，急ピッチでインフラス  

トラクチャー整備の進む香港では，あらゆる場面で急速  

施l二が要求されている．   

そういった状況でスリップフォームは．新空港道路橋  

のケーブルタワー建設等にも採用されており．今後とも，  

需要が見込まれる工法である．   

今回の施工に当たっては，コンクリート配合の選択等  

は多分に協力業者のノウハウに負うところが多かったが，  

今後ともあらゆる機会にデータを集積しノウハウを蓄積  

していくことが極めて重要であると考える．   

なお，煙突外壁も無事完了し，現在は確実内部を19階  

に仕切るスラブの鉄骨組が進行巾である．1995年3月か  

らは，耐火レンガによる煙洞2本の施r二を開始し，5月  

の部分引き瀕しを目指しているところである．                                                       ′   
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